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平行線と線分の比（2）
中 3数学 相似な図形
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中点連結定理 平行線と線分の比

（1）線分ＥＧの長さを答えなさい。

答え
（2）線分ＥＦの長さを答えなさい。

答え

【１】 右の図のＡＤ//ＢＣの台形ＡＢＣＤで，辺ＡＢに中点Ｅをとり，

　　ＥＦ//ＢＣとなるように点Ｆをとる。

　　また対角線ＡＣと線分ＥＦの交点をＧとする。

【２】 右の図でΔＡＢＣの辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの中点を

　　それぞれＦ，Ｄ，Ｅとする。ΔＤＥＦの周りの長さを求めなさい。

【３】 下の図で直線ℓ，m，n が平行のとき，x の値を求めなさい。
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図のようにΔＡＢＣの辺ＡＢ,ＡＣの中点を

それぞれＤ，Ｅとすると，次のことが成り立つ。 図のように平行な 3本の直線に 2本の直線が

交わるとき，次のことが成り立つ。
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ΔＡＢＣで，ＥＧ // ＢＣより， ＡＥ：ＥＢ = ＡＧ：ＧＣ = 1：1

中点連結定理より，

中点連結定理より，

よって求める長さは，3.5 + 3 + 2.5 = 9
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ΔＣＤＡで，ＦＧ // ＤＡより，ＣＧ：ＧＡ =ＣＦ：ＦＤ = 1：1

中点連結定理より，
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